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実験の解析は， 1 核子， 2 核子， α 粒子， 2 つの α 粒子， 7 核子の移行反応のエネルギースペクト
ルや角分布について行なう。さらに， (14N, 12B) , (19F, 12B) 反応による 12B のスピン偏極についても
解析を行なう。励起エネルギーの低い場合には実験値と計算値との一致は良く，満足できる結果が得
ハUにd
られた。しかしながら励起エネルギーが高い場合には一致は悪くなり，特に12B の偏極の傾向は説明
できない。これは直接反応以外のより複雑な過程が効いてくるためと考えられる。
論文の審査結果の要旨
重イオンによる移行反応への最近の興味は，基底状態近くの離散状穀への遷移よりもむしろ連続ス
ペクトル等の大局的性質の理解に向けられている。従来の量子論的な歪曲波ボルン近似でこれを取扱
う時には計算が煩雑に過ぎてその本質を見抜くことが出来ない。一方で、はプリンクによる古典的模型
はスペクトルの山の位置の予測を許すけれど，その理論的妥当性は明らかではなかった。
松岡君は，プリンクの模型を正当付ける方法を研究し，それを基礎において連続スペクトル等の現
象の説明を行った。半古典的な移行反応理論から出発し，一般化されたガリレイ変換を用いれば，適
当な近似の下に，ブリンクの模型が導出されることを示した。松岡君は，更に，この半古典的取扱い
を円軌道の場合，非弾性散乱，多重移行の一般的場合に拡張した。
松岡君は，一核子，二核子，アルファ粒子等の移行反応のエネルギースペクトル，角分布，偏極に
ついての実験データを詳しく統一的に解析し，歪曲j皮ボルン近似法を用いなくても十分その本質が理
解出来ることを示した。この方法は，複雑な多重段階の移行過程に対してより効力を発輝すると思わ
れる。更に，この分野の実験データの系統的解析にきわめて高能率であると考えられる。
以上のように松岡君の研究は，重イオンによる移行反応の大局的性質を表現するための有効な理論
を作り，重イオンを用いた各種の原子核反応の実験値の解析に成功したものであり，理学博士の学位
に充分値するものであると認める。
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